
国土交通省
九州運輸局２１．日向・東臼杵地域公共交通再編実施計画

鉄道の発着に合わせた
バスダイヤ見直し

幹線系統と一体となった
ダイヤ見直し

道の駅を乗換拠点
として整備
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利用者のニーズに沿った
ダイヤ見直し、商業施設への延伸

利用者のニーズに沿った
ダイヤ見直し

快速型ミニバスの運行

 日向市を中心とする１市２町２村で構成される定住自立圏において計画を策定
 長大路線の解消により効率性を向上させるほか、交通サービスの総合的な見直しにより利便性を向上

◆山間部～市街地間を結ぶ
快速型ミニバスの運行
・長時間運行を伴う山間部
の所要時間短縮

◆地域拠点（道の駅）を
核とした幹線系統の集約
・山間部路線の運行効率化
のため重複区間の路線集約

♦利用実態や接続性に配慮し
たダイヤ見直し
・利用者のニーズに沿ったダ
イヤの見直し

・鉄道、他系統の発着に合わ
せたダイヤ見直し

【主な事業内容】
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片道154分（83ｋｍ）の長大路線

上椎葉

塚原

浜子橋

日向駅

幹線系統の集約

【再編前】

【再編後】
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＜長大重複路線を再編＞
♦短縮系統を新設
♦乗継拠点を整備
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